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10月の二次地金同合金地金生産実績 

生産・出荷とも前年比2か月連続プラス 

日本アルミ合金協 

一般社団法人日本アルミニウム合金協会（山本隆章会

長）はこのほど、2022年10月の二次地金同合金地金等生

産実績を発表した。生産（自家・受託合計）は65,942トン

で 前 年 同 月 比105.5％、出 荷（販 売・そ の 他 合 計）は

66,613トンの同106.0％。生産・出荷の同比は、いずれも

前月に13か月ぶりのプラスとなり、10月は2か月連続プラ

スとなった。 

前月比でみると、生産は99.2％、出荷は98.4％％となっ

ている。 

産業部門別出荷（二次地金同合金地金同ピレット等）

の前年同月比は、全8部門（粉除く）のうち鋳物とダイカ

ストはプラスだったが、板や押出などはマイナス。ポイ

ントの幅は、鋳物のプラス15.4からその他のマイナス57.6

となっている。 



日刊金属 令和４年(２０２２年) １２月６日(火) (2) 昭和４4年11月創刊 

ＰＣ国内出荷10月概況 

金額 5月連続で前年超え 
ＪＥＩＴＡ 

一般社団法人電子情報技術産業協会（時田隆仁会長）

はこのほど、パーソナルコンピュータ国内出荷実績の10

月概況をまとめた。台数は448千台、前年比95.8％と微減

したが、金額は525億円、同105.6％となり今年6月から5か

月連続で前年を上回った。 

法人向けが堅調に推移したことがプラス要因。台数の

うちデスクトップは81千台、前年比75.9％、ノート型は

368千台、同101.7％。ノート型比率は82.0％だった。金額

のうちデスクトップは106億円、同85.8％、ノート型は419

億円、同112.2％だった。 

創業200年＝2085年に向け 

TANAKA未来研究所を発足 

田中貴金属グループ 

ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社（田中浩一朗

社長）はこのほど、田中貴金属グループ創業200年となる

2085年に向けて、「誰も見たことのない未来を創るイノ

ベーション活動」を推進するTANAKA未来研究所を発足す

ると発表した。 

グループでは21年度、85年の気候や資源などの地球環

境を想像し、持続可能な社会や超長期の企業経営をめざ

すTANAKAルネッサンスプラン（TRP）をスタート。未来

研究所は社内イノベーション組織として設置し、従業員

一人ひとりが自らの頭で考え、従業員を起点にイノベー

ションを生み出していく「誰も見たことがない未来を創

る活動」を進める。 

未来構想ルームDOCK2085を24年に新設し、より高い

視座・広い視野で、脱炭素・循環型社会への転換を先導

していく企業になることを目ざす。社内募集で選出する

メンバー2名を中心に取り組みを進め、食糧や医療、都市

などの生活を支える産業の姿を描く超未来マップを作

成。研究・開発・最先端の技術者とのコラボレーション

を通して地球環境問題や社会課題の解決に取り組み、先

にある持続可能な未来創りに挑戦していくという。 

年賀交歓会は1月11日 
関西非鉄リサイクル組合 

関西非鉄リサイクル協同組合（橋本健一郎理事長）

は、2023年「組合年賀交歓会」を1月11日午後6時30分か

ら、大阪市都島区網島町10のザ・ガーデンオリエンタル

大阪で開催する。22年の交歓会は新型コロナ感染拡大の

ため中止しており、十分な対策をとって行うが、情勢に

よっては見送る可能性もある。 
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※  12月2日の出来高は速報値です。 

11月28日～12月2日(現地) 
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中堅・中小企業などのデジタルトランスフォーメーショ

ン(DX)の優良モデルケースを選ぶ「DXセレクション」が今

年度スタートした。経済産業省が取り組んでおり、DX推進

はもちろん、地域のDX活性化につなげるねらい。初回2022

のグランプリには、大阪市平野区の株式会社山本金属製作

所(山本憲吾社長)が選ばれており、セレクション2023の募

集もこのほど始まった。 

DXセレクションは、DXに取り組む中堅・中小企業など

のモデルケースとなる優良事例を選定し紹介する取り組

み。選定・公表を通じて業種内や地域内での横展開を図

り、中堅・中小企業などのDX推進、地域での取り組み活性

化につなげることを目的としている。 

これまで、上場企業を対象としたDX銘柄選定を通じて

好事例の創出を進め、取り組みを紹介してきた。しかし大

企業が多いため、中堅・中小企業などへのDXアプローチを

考えると、好事例も参考にしにくい場合もあり、中堅・中

小企業などを対象とした。 

その審査では、次のような「デジタルガバナンス・コー

ド」の項目に対応する取り組みを評価する。 

Ⅰ．経営ビジョン・ビジネスモデル 

Ⅱ．戦略 

Ⅱ－① ．組織づくり・人材・企業文化に関する方策 

Ⅱ－②．ITシステム・デジタル技術活用環境の整備に関す

る方策 

Ⅲ．成果と重要な成果指標 

Ⅳ．ガバナンスシステム 

選定の対象は、「地方版IoT推進ラボ」の取り組みに参

画している中堅・中小企業など。推進ラボは、経産省と独

立行政法人情報処理推進機構(IPA)が、IoT・ビッグデータ・

AIなどを活用して地域課題の解決を図るとともに、地域経

済の発展に資する取り組みを選定しているもので、現在、

全国106地域が

選 ば れ て い

る。対象企業

は、資本金ま

たは出資総額

が10億円未満

の法人や常時

使用従業員数

が2,000人以下

の法人や相当規模の事業者。第1回のセレクションでは、

グランプリ1社、準グランプリ2社、審査員特別賞1社、優

良事例12社が選ばれた。 

グランプリ 山本金属製作所(大阪市) 金属切削加工 

「選定企業レポート」やWebサイトによると、創業1965

年、設立1989年1月、従業員は280名(22年4月)。「機械加工

にイノベーションを起こす」を企業存在意義と定義し、3

つのコア技術を武器に、機械加工というものづくりプロセ

スからの新たな価値の創造に取り組んでいる。その技術

は 、①精密加工技術 ②ロボットシステムインテグレーショ

ン  ③センシング制御・計測評価。 

令和に入ってからでも数々の受賞がある。第14回ニッポ

ン新事業創出大賞・アントレプレナー部門最優秀賞・中小

企業庁長官賞／経産省・第8回ものづくり日本大賞

「Connected Industries -優れた連携」部門優秀賞／一般社団

法人機械振興協会会長賞／中小企業研究センター・グッド

カンパニー大賞「特別賞」などだ。 

《DXの取り組み概要》 

・2030年に目ざす姿を ”Intelligence Factory 2030“ と定義。 

・「工場、生産業務プロセス、開発、営業、人財育成、海

外展開」の重点6分野に対し、デジタル技術を駆使して

変革(新しい形態にアップデート)することで経営ビジョ

ンの達成を目ざす。 

・“Intelligence Factory 2030”実現のため4つの戦略を推進中。 

① 加工現場のデジタル化と自動化 

② センシング技術の高度化 

③ ものづくりデータの蓄積と活用 

④ 生産拠点の複線化 

 ・Intelligence Factoryの成果を、日本の製造業を取り巻く課

題を解決するためのアウトプットとして、新たなビジネ

スモデルである“LAS(Learning Advanced Support)プロジェ

クト”を推進中。 

Webサイトには「Intelligence Factory For the Futureをコーポ

レートスローガンに掲げ、機械加工というものづくりプロ

セスから新たな価値の創造に取り組んでいます。ICT/IoT、

ロボットといった最新テクノロジーを積極的に取り入れ、

機械加工との融合に挑戦し未来を創っていくことが弊社の

使命と考えています」(社長挨拶)と掲載している。 

準グランプリの株式会社日東電機製作所(電気機械器具

製造、群馬県太田市)の取り組みは、「自社開発の生産管理

システムによるデジタル化とものづくりの高付加価値

化」。1990年代から独自の経営管理システム「NT-MOLシ

ステム」を自社開発しており、原価・工程・在庫の見える

化と共有化、3D-CADと電気回路CADを融合した3D配線測

長、データと加工機のオンライン接続による板金加工の半

自動化など、デジタル化を実現。社長が中心となって

「チームIoT」を組織。現場の困り事の洗い出しとIoTによ

る解決を行い、電線加工プロセスのロボット化を自社のエ

ンジニアのみで開発。社内申請業務を電子化するアプリは

非プログラマの社員がノーコード開発を行っている。 

～ ～ 

(069) 

選定企業の一覧 

選定企業レポートの山本金属製作所紹介ページ 
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 前週末3日朝入電の海外相場は、

LME（ロンドン金属取引所）銅相場

で、直物の前場売値が、前営業日の

8,216.50ドルより125.50ドル高の8,342.00ドル。直物の終

値 は、前 営 業 日 の8,311.50ド ル よ り121.00ド ル 高 の

8,432.50ドル。3か月物の前場売値は、前営業日の8,251.00

ドルより113.00ドル高の8,364.00ドル。3か月物の終値

は、前営業日の8,336.00ドルより114.00ドル高の8,450.00

ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引所）銅相場の3月

限は、前営業日の381.75セントより3.30セント高の385.05

セント。SHFE(上海期貨交易所)銅相場の1月限は、前営業

日の6万5,620元より210元高の6万5,830元。 

週明け5日の東京為替市場TTSレートは、前週末の

136.60円より0.87円の円高ドル安、1ドル＝135.73円。3日

に入電した直近のLME銅相場直物前場売値は8,342.00ド

ル。この値と5日の東京外国為替市場USドルTTSレートか

ら計算した国内採算値は前週末の116万円より1万円高の

117万円。この日電気銅建値は119万円に据え置かれた。 

為替動向  

2日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで下落。

16時、前日と比べ0.0010ドルのユーロ安ドル高、1ユーロ

=1.0470ドル～1.0480ドルで推移した。この日発表された

米国の11月雇用統計は堅調で労働市場の逼迫を示唆する

となった。このところのFRBが金融引き締めを緩和すると

の受け止めがやや後退ユーロ売りドル買いの勢いが優勢

に。英ポンドも対ドルで下落。同じく0.0050ドルのポンド

安ドル高、1ポンド=1.2210ドル～1.2220ドルで推移。 

2日のニューヨーク外国為替市場で円相場は8営業日の

続伸。前日と比べ1.00円の円高ドル安、1ドル=134.30円～

134.40円で取引を終えた。米国の雇用統計で非農業部門の

雇用者数が前月の28万4,000人増から26万3,000人増と増加

数はやや鈍化したものの市場予想の20万人増を大きく上

回っており、平均時給も前月比0.6％増と市場予想の0.3％

増を超える伸びを示した。労働需給の逼迫傾向が続いて

いるとの受け止めから長期金利は3.6％台に上昇、ドルが

買われたものの次第にドルの買い持ちを巻き戻す動きが

強まり円は上げに転じた。FRBが12月会合で利上げ幅を

0.5％に縮小するとの観測も依然根強く円買いを誘った。 

5日早朝の東京外国為替市場でも円相場は上昇。8時30

分、前週末17時と比べ0.15円の円高ドル安、1ドル=134.49

円～134.51円で推移した。FRBによる金融引き締めの長期

化が米国の景気に悪影響を及ぼすとの見方は根強い。12

月FOMCで利上げ幅を0.5％に縮小するとの観測から10年

物国債利回りが一時3.47％と9月20日以来の低水準になっ

た。ただ、米国の11月雇用統計が労働市場の需給逼迫を

示唆する内容となったことから円の上値は抑えられた。

円は対ユーロでも小幅高。同じく0.08円の円高ユーロ安、

1ユーロ=141.69円～141.72円で推移した。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 
(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区（12月前半） 

2S=225円 ～245円、63S=209円 ～260円、ア ル ミ ホ

イール(1P)=126円～240円、ビス付サッシ=100円～

109円、エンジンコロ=105円～113円、込合金(機械鋳

物)=101円～109円、缶プレス(ソフト)=66円～76円。 

関西地区（12月前半） 

2S=208円～210円、63S=210円～245円、印刷版=200

円 ～205円、アルミホイール (1P)=191円～204円、

ベースメタル=149円～153円、機械鋳物=106円～109

円、ダライ粉=90円～93円、ビス付サッシ=88円～123

円、缶プレス=83円～88円。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(11月28日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が1006～1011、上銅新のうちタフピッチ

や無酸素銅などは971～976、並銅は936～946、込

銅（高品位＝約97％）は926、セパは654～659。

コーペルは要り用筋595、それ以外は580ほど。黄

銅削粉も同様に要り用筋605、それ以外575～585ど

ころの値頃。並青銅鋳物削粉は819～824どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が986～

1006、上銅新くずが951～971、普通上銅が926～

946、2号銅線が918～938、並銅が916～936、込銅

(94-97％)が864、込銅(90-93％)が866、下銅が415

～465、セパが619～654、コーペルが535～580、黄

銅棒地が530～575、黄銅削粉が525～570、黄銅ラ

ジが490～498、交叉ラジが539～596、黄銅銅鋳物

が527～534、送りが332～351、上青銅鋳物が816～

836、並青銅鋳物が796～811、上青銅鋳物削粉が

811～831、並青銅鋳物削粉が786～806どころ。 

11月21日～12月2日(現地) 
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3日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取引

所）の銅相場で、直物の前場売値が、12月2日入電の

8,216.50ドルより125.50ドル高の8,342.00ドル。4営業日の

続伸で4.72%高。この週3.37%の上伸。12月に入って1.76%

の上伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電の8,251.00ド

ルより113.00ドル高の8,364.00ドル。4営業日の続伸で

4.75%高。この週3.21%の上伸。12月に入って1.94%の上

伸。LME公認倉庫の銅在庫は、現地12月1日の8万8,275ト

ンより825トン減の8万7,450トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、12月

限が、12月2日入電の381.40セントより3.40セント高の

384.80セント。4営業日の続伸で6.55%高。この週6.11%の

上伸。12月に入って3.18%の上伸。1月限は、12月2日入電

の381.75セントより3.30セント高の385.05セント。4営業

日の続伸で6.49%高。この週6.15%の上伸。12月に入って

3.00%の上伸。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、12月限が、12月

2日入電の6万5,930元より110元高の6万6,040元。2営業

日の続伸で1.65%高。この週1.38%の上伸。12月に入っ

て1.65%の上伸。中心限月に当たる1月限は、12月2日入

電の6万5,620元より210元高の6万5,830元。2営業日の続

伸で1.61%高。この週1.25%の上伸。12月に入って1.61%

の上伸。 

錫は続伸  

LME錫相場の前場売値は、直物が、12月2日入電の2万

3,105.00ドルより395.00ドル高の2万3,500.00ドル。4営業

日の続伸で4.68%高。この週4.68%の上伸。12月に入って

2.29%の上伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電の2万

3,150.00ドルより185.00ドル高の2万3,335.00ドル。2営業

日の続伸で2.91%高。この週4.17%の上伸。12月に入って

2.91%の上伸。LME公認倉庫の錫在庫は現地12月1日の

3,080トンより30トン増の3,110トン。 

鉛は上伸  

LME鉛相場の前場売値は、直物が、12月2日入電の

2,155.00ドルより16.00ドル高の2,171.00ドル。反発して

0.74%高。この週1.69%の上伸。12月に入って0.32%の上

伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電の2,170.00ドルよ

り15.00ドル高の2,185.00ドル。上伸して0.69%高。この週

2.10%の上伸。12月に入って0.69%の上伸。LME公認倉庫

の鉛在庫は現地12月1日の2万3,750トンよりトン減の2万

3,750トン。 

亜鉛は続伸 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、12月2日入電の

3,056.50ドルより10.00ドル高の3,066.50ドル。4営業日の

続伸で5.31%高。この週4.84%の上伸。12月に入って3.11%

の上伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電の3,050.50ド

ルより13.50ドル高の3,064.00ドル。4営業日の続伸で

5.29%高。この週4.50%の上伸。12月に入って3.44%の上

伸。LME公認倉庫の亜鉛在庫は現地12月1日の4万1,225ト

ンより875トン減の4万0,350トン。 

アルミも続伸 アルミ合金は横ばい 北米特殊も横ばい 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、12月2日入電の

2,430.50ドルより18.00ドル高の2,448.50ドル。4営業日の

続伸で5.74%高。この週4.37%の上伸。12月に入って2.58%

の上伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電の2,460.50ド

ルより18.50ドル高の2,479.00ドル。4営業日の続伸で

5.33%高。この週4.12%の上伸。12月に入って2.48%の上

伸。LME公認倉庫のアルミ在庫は現地12月1日の49万

9,150トンより万1,225トン減の49万7,925トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、12月2日

入電より横ばいの1,860.00ドル。この週横ばい。12月に

入って横ばい。3か月物の前場売値は、12月2日入電よ

り横ばいの1,860.00ドル。この週横ばい。12月に入って

横ばい。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売値

は、12月2日入電より横ばいの2,386.00ドル。この週0.04%

の上伸。12月に入って0.04%の上伸。3か月物の前場売値

は、12月2日入電より横ばいの2,390.00ドル。この週横ば

い。12月に入って横ばい。 

ニッケルは続伸 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、12月2日入電

の2万6,950.00ドルより195.00ドル高の2万7,145.00ドル。4

営業日の続伸で7.50%高。この週6.04%の上伸。12月に

入って2.43%の上伸。3か月物の前場売値は、12月2日入電

の2万6,950.00ドルより475.00ドル高の2万7,425.00ドル。4

営業日の続伸で8.19%高。この週6.50%の上伸。12月に

入って3.45%の上伸。LME公認倉庫のニッケル在庫は現地

12月1日の5万3,124トンより150トン増の5万3,274トン。 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 8,342.00 23,500.00 2,171.00 3,066.50 2,448.50 1,860.00 2,386.00 27,145.00

前営業日比 125.50 395.00 16.00 10.00 18.00 0.00 0.00 195.00

週間増減比 3.37% 4.68% 1.69% 4.84% 4.37% 0.00% 0.04% 6.04%

公示価格 8,364.00 23,335.00 2,185.00 3,064.00 2,479.00 1,860.00 2,390.00 27,425.00

前営業日比 113.00 185.00 15.00 13.50 18.50 0.00 0.00 475.00

週間増減比 3.21% 4.17% 2.10% 4.50% 4.12% 0.00% 0.00% 6.50%

先物

LME公示価格(US$)／12月2日

直物



日刊金属 令和４年(２０２２年) １２月６日(火) (6) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 12月2日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2265.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2316.6

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8341.0 8342.0 8325.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 125.5 31.5 (カーブ) 金（オンス） 1784.75

先   物 8362.0 8364.0 8347.0 8450.0  アンチモン99.65％（トン) 11600 ― 12000

出来高 前日比 113.0 30.5 109,859 ビスマス99.9％(ポンド) 3.60 ― 3.90

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.71 ― 1.81

現   物 23450.0 23500.0 23458.0 インジウム99.99％(キロ) 223 ― 245

前日比 395.0 156.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 8.50 ― 10.00

先   物 23315.0 23335.0 23320.0 23255.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 9.25 ― 10.90

出来高 前日比 185.0 125.0 2,696 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 46.00 ― 47.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 25.80 ― 27.00

現   物 2170.0 2171.0 2192.5 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3500 ― 3800

前日比 16.0 19.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2183.0 2185.0 2205.5 2202.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 88 ― 93

出来高 前日比 15.0 22.0 30,810 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （2日） （5日）

現   物 3065.5 3066.5 3070.0 相   場 - -

前日比 10.0 ▲ 17.0 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3063.0 3064.0 3062.0 3079.0 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 13.5 ▲ 15.0 61,714  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.3969 4.3726

現   物 2448.0 2448.5 2450.0 採算円／キロ - -

前日比 18.0 ▲ 29.0 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2477.0 2479.0 2477.5 2545.5 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 18.5 ▲ 29.0 172,181 銅 87,450 ▲ 825

アルミ合金 　 錫 3,110 30

現   物 1850.0 1860.0 1860.0 鉛 23,750 -

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 40,350 ▲ 875

先   物 1850.0 1860.0 1860.0 1860.0 アルミ 497,925 ▲ 1,225

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 2,020 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 3,460 ▲ 60

現   物 2376.0 2386.0 2386.0 ニッケル 53,274 150

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2380.0 2390.0 2390.0 2390.0 (12／2 現在） 銅 65,226 ▲ 5,023

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 95,477 ▲ 14,540

ニッケル 亜鉛 17,931 ▲ 2,472

現   物 27125.0 27145.0 27600.0 鉛 38,688 ▲ 4,934

前日比 195.0 262.0 (カーブ) ニッケル 3,668 377

先   物 27375.0 27425.0 27695.0 28862.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 475.0 263.0 26,651 (12／5 ） 銅 8,504.5 - 8,506.5

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 23,505.0 - 24,450.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,229.0 - 2,230.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,115.5 - 3,119.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,562.5 - 2,564.0

12月限 384.80 1795.9 2303.8 1039.6 1879.40 ニッケル - - -

1月限 385.05 1802.6 2308.6 1026.6 1893.70 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

2月限 385.20 1809.6 2317.1 1027.5 1897.40 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

3月限 385.05 - 2325.0 - 1901.10 12月限 66040 19265 24705 15730 205050

4月限 385.05 1824.7 - 1028.9 - 1月限 65830 19180 24510 15740 201700

前 日 比 3.40 ▲ 5.2 40.1 ▲ 28.3 ▲ 45.20 前 日 比 110 60 190 ▲ 30 910

出 来 高 70,067 174,910 72,730 29,700 1,669 出 来 高 13390 15135 6100 1675 1152

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 19.59

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8342 23500 2171 3067 2449 27145 385 66040 19265 24705 15730

135.73 1172 3390 332 456 349 3884 1197 1294 377 484 308

-0.87 10 34 1 ▲ 1 0 3 2 ▲ 12 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 3

※5日のKLTMは取引がありません。

元・円＝

（12月3日

（▲ 18.40）

（25.0）

（53.2）



日刊金属 令和４年(２０２２年) １２月６日(火) (7) 昭和４4年11月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1490  1465 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1540  1515 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 56～58

銅大板2×1×2  1620  1665 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 99.5～102

銅管(ベース)  1680  1665 鉛板1.5ミリ  590  590 3Ｃ×1.6 104～107

水道用管(m当たり)13ミリ  1590  1575 鉛線3ミリ  465  465 3Ｃ×2.0 152～155

銅棒25ミリ  1400  1435 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1455  1480 アルミ箔0.007ミリ  1125  1145 1.6mm 31.9～33.9

銅線0.9ミリ  1480  1495 　〃　小板1ミリ  760  775 5.5sq 87～92.5

銅帯6×50  1410  1435 　〃　大板1ミリ  740  765 14sq 217～231

銅平角線  1680  1665 　〃　5052板  795  815 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1230  1255 　〃　6061板  1325  1345 600V  3Ｃ×38 1654～1758

　　〃　0.3ミリ  1260  1285 　〃　2017板  1250  1375 600V  3Ｃ×60 2547～2707

黄銅大板2×1×2  1380  1435 　〃　線3ミリ  740  760 600V  3Ｃ×100 4279～4548

黄銅管  1760  1735 　〃　快削棒50ミリ  960  980 6kV  3Ｃ×38 2653～2815

復水器用黄銅管  1730  1705 　〃　合金棒50ミリ(17S)  945  960 6kV  3Ｃ×60 3705～3931

黄銅棒快削25ミリ  995  1060 　〃　合金棒50ミリ(56S)  900  920 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1025  1090 3Ｃ×2 129­132

四角棒  1055  1120 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 173­177

鍛造用  1035  1100 白金(グラム) 6Ｃ×2 246­252

ネーバル  1135  1200 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 281­288

高力  1135  1200 金(グラム) 合金鉄 10月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1405  1435 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  270 

黄銅平角線ロール仕上  1605  1645 　　　〃　　　その他  315.6 

黄銅条1.5×100  1225  1270 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  354 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2630  2820 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  280.8 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2860  3060 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  3766 

リン青銅棒25ミリ  2800  3010 タンタル フェロバナジウム  3563 

リン青銅線3ミリ  3100  3310 マグネシウム フェロニッケル33％未満  669 

洋白板一般用1.0ミリ  3840  3990 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3990  4150 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1235 

2種　 2種　  1550 

3種　 3種　  1630 

4種　 6種　  1335 

5種　 7種　  1450 

7種　 YBSC　3種　  1110 

8種　 LBC　3種　  1575 

9種　 PBC　2種　  1650 

 3405 

 3235 

 1255 

 1120 

 970 

 3860 

 3975 

12月1日改定 12月1日発表

 4080 

10月通関（CIF）

 488 

 3714 

 53773 

 516 

◎ 113410 

（12月5日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4981 

◆ 9366 

◆ 8630 

 8393 

 32605 



日刊金属 令和４年(２０２２年) １２月６日(火) (8) 昭和４4年11月創刊 

山元建値　 電気銅 1190(1) 金 7,820(5)

（）実施日　 電気鉛 360(1) 銀 102,540(5)

電気亜鉛 475(1) 錫(99.99％) 4,600(1)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 37,000 ～ 39,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1074  1065 電 気 銅 ◎ 1156 ◎ 1151 ◎ 1158 ◎ 1153 

2 号 銅 線  1032 　 　― 電 気 亜 鉛  453  447  453  447 

上 銅 ( 新 切 )  1045  1033 蒸 留 亜 鉛  441  435  441  435 

雑 ナ ゲ ッ ト  903  893 再生ダイカスト亜鉛2種  353  347  353  347 

並 銅  987  961 再 生 亜 鉛 (98%)  309  303  309  303 

下 銅  968  933 電 気 鉛  341  338  341  338 

銅 削 粉  962  936 再 生 鉛 1 号  324  314  316  311 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  329  325  321  317 

新 切 黄 銅 セ パ  782  793 錫 1 号  3450  3400  3450  3400 

コ ー ペ ル  750  751 ア ン チ モ ン  1850  1800  1850  1800 

黄 銅 棒 地  748  739 ニッケル (メッキ用 )  3800  3750  3800  3750 

黄 銅 削 粉  742  735 コ バ ル ト  7700  7400  7700  7400 

並 黄 銅  700  667 セ レ ニ ウ ム  3600  3400  3600  3400 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  591  579 ビ ス マ ス  1500  1400  1500  1400 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  648  618 カ ド ミ ウ ム  600  550  600  550 

黄 銅 鋳 物  705 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  520  500  520  500 

山 送 り (55%)  387 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◆ 375 ◆ 371 ◆ 377 ◆ 373 

上 青 銅 鋳 物  840 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  318  313  318  313 

並 青 銅 鋳 物  838  814 〃 90 ％  298  293  298  293 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  833 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  417  412  420  415 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  823  799 鋳 物 用 C2BS  442  437  444  439 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1053 青 銅 合 金 地 金 3 種  1570  1560  1630  1620 

〃 ( 鋳 物 )  954 　 　― 〃 6種  1290  1280  1330  1320 

リ ン 青 銅 削 粉  872  852 ハ ン ダ 錫 60 ％  2740  2700  2760  2730 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  884  859 〃 50 ％  2385  2335  2405  2375 

新 切 亜 鉛  229  229 〃 40 ％  2095  2035  2050  2020 

ダ イ カ ス ト く ず  194  194 減 摩 合 金 2 種  3965  3935  3970  3940 

亜 鉛 ド ロ ス  172  183 〃 4 種  3395  3370  3400  3370 

上 鉛  145  143 〃 7 種  1200  1150  1200  1150 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  25  25 ス テ ン レ ス ・ 特 金 ◎ 90  85 

活 字 鉛  130  127 ◎ 75  70 

新 切 ア ル ミ 1 級  260  254  240  240 

新 切 サ ッ シ 1 級  260  252  415  415 

新 切 合 金 1 級  245  232  23  24 

機 械 鋳 物 1 級 ◎ 190 ◎ 197  265  265 

ビ ス 付 サ ッ シ P ◎ 221 ◎ 212 

合 金 削 粉 P ◎ 135 ◎ 141 

込 ガ ラ P ◎ 125 ◎ 130 

カ ン ・ バ ラ ◎ 183 ◎ 169 

◎上げ　◆下げ (12月5日調べ)

大　阪 東　京

13クローム　新切

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

ハイス　　9種


